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花見川地区小学校の統合に関する要望書（案） 
 

日頃より、花見川地区の子どもたちのためにご尽力いただき、感謝申し上げます。 

さて、当地区では平成２３年６月２６日に関係自治会、青少年育成委員会、ＰＴＡ・ 

保護者会、学校評議員など学校に関わる様々な団体の代表者からなる「花見川地区学
校適正配置地元代表協議会」を設立し、子どもたちのより良い教育環境を創るために 

これまで１７回にわたり、学校の適正配置について慎重な協議を重ねて参りました。 

 その結果、現在、花見川地区にある小学校５校・中学校２校を適正配置し、小学校 
４校・中学校１校とすべきとの結論に至りました。 

 具体的には、下記のとおり要望いたしますので取り計らいくださいますようお願い 

申し上げます。中学校に引き続き、小学校について要望書を提出いたします。 
 

記 
 

１．花見川第一小学校と花見川第二小学校の統合に伴う事項 

（１）統合時期 

      平成２９年４月１日に統合校として開校すること。 
（２）統合場所 

      統合校は、現花見川第一小学校の位置とすること。 

なお、現花見川第一小学校の改修工事は「居ながら施工」とし、工事中は 
児童の負担にならないよう振動、騒音に十分留意し、安全確保に努めると 

ともに、極力統合年度までに工事が完了するよう工期の短縮を図り、残工 

事については長期休業等を利用して施行すること。 
２．教育環境整備 

（１）統合校については、大規模改修を基本としたリニューアルを実施し、施設 

設備面において、機能的に新設校と同等程度の整備を行うこと。 
   また、改修工事に当っては学校現場の意見も十分考慮すること。 

（２）県に教員の統合加配要望を行うとともに、統合に伴う非常勤教員・スクー 

ルカウンセラー・統合校安全指導員等は、基準に沿って適正に配置すること。 
（３）その他「千葉市学校適正配置実施方針」で規定した「統合に伴う教育環境 

整備」を適切に実施すること。 

特に、花見川公民館から現花見川第一中学校までの通学路の安全対策につ 
いて、関係機関へ強く要望するとともに、統合校となる現花見川第一小学校 

においては、正門以外に使用できる通用門を設ける。現花見川第二小学校に 

おいては、統合により通学路の変更を迎える児童の安全対策を考慮する等、 
通学路の安全確保を十分図ること。   

３．校名、校歌、校章等 

校名、校歌、校章等については、地元の意見を十分尊重して決定すること。 
４．跡施設活用 

    跡施設活用の要望事項については、今後、本協議会において別途「跡施設 

   活用に関する要望書」として取りまとめ、あらためて提出する。 
以上 
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